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いる｡ 尾見 (2001) によれば, わらべうたが発達
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小島 (2010) は ｢わらべうたを ｢楽曲｣ ではなく
｢遊び｣ として捉える立場｣ の一貫性を主張してい
































































一方, 村尾・夏目 (2012) は, まりつきうたの
｢あんたがたどこさ｣ を含めたわらべうたについて
｢必ずしも, 言葉と唄のアクセントが一致している








着目する｡ 小泉 (1986) は, 縄跳びを使用して遊
ぶわらべうた (以下, なわとびうた) の ｢ゆうびん
やさん｣ ｢くまさん くまさん まわれみぎ｣ ｢おお
なみ こなみ｣ をとりあげ, 日本の伝統的なリズム
は拍頭から手を打つリズム形式であるのに対し, な
わとびうたのリズムはうたの前に体を動かす準備で
ある ｢予備運動｣ (なわとびうたの場合は, 空中に
身体がある状態) がなければ, 拍頭で地面に足がつ
きうたとのタイミングが合わないと指摘している｡






































１に示す共通教材 ｢ひらいた ひらいた｣ の１曲が
第１学年にあげられている (小学校学習指導要領―
音楽科, 2008)｡ 小学校音楽科の教科書を見ると















しかし永田 (1982) は, 共通教材の ｢ひらいた
ひらいた｣ について教科書に記載されている歌詞
























































































































した後, 実践者から ｢みんな, 最初, 右 (ひざを打










② ｢さ｣ でピースサインを両手でする｡ それ以外
は手拍子で拍子をたたく｡
③ ｢さ｣ で自分の頭をたたく｡ それ以外は手拍子
で拍子をたたく｡ (図４－４参照)
図４－４. 全員で色々な ｢あんたがたどこさ｣ を楽しむ
２) 各グループでのわらべうたの創作活動
グループでの創作活動では４名が１グループとなっ
て行い, 各グループで ｢どんぐりころちゃん｣ ｢も
































































(３) Cグループ ｢ももや ももや｣




３音 (A, C, D) と, わらべうたで扱われている
音の構成である完全４度のテトラコルドと一致して
















































た｡ 相違点としては, 冒頭部の ｢どんぐり｣ の言葉
のリズムが, １音に２語おさまるパターン (図５－












村尾・夏目 (2012) によると, このような子ど
もの歌 (わらべうたや唱歌なども含む) における撥










































うか｡ つまり伝統という項目の中でも, ｢伝承 (口
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